
   

二学期の成長から三学期の新たなチャレンジへ～始業式から～
新年あけましておめでとうございます。保護者の皆様には、今年も引き続きご支援ご協力いただきますようよろしくお願いし

ます。また、二学期末にアンケート等でいただきましたご意見につきましては、今後の教育活動の改善に生かしていきたいと思
います。残り少ない三学期、自らチャレンジする「なのみっ子」をめざし、三学期も「チャレンジ」をテーマに取り組んでいきたい
と思います。 
さて、三学期の始業式の挨拶では、今一度子どもたちの頑張りや成長を二学期末のアンケート結果から振り返りました。目

標を持ってチャレンジする姿や諦めずに頑張ろうとする姿がたくさん見られました。このチャレンジすることを通して、頑張れば
できるようになるといった自己効力感や自信が少しずつ育ってきています。生活面では、友だちに優しくしようとする姿や掃除
に一生懸命頑張る姿がたくさん見られました。しかしながら、まだまだ課題もあります。一人一人の子どもたちのチャレンジ精
神、「やれば、できた」といった自己肯定感、そして、友だちの気持ちを互いに理解し、行動できる関係を育んでいけるよう引き
続き、教育活動に努めていきたいと思います。 
また、三学期、頑張って欲しいことを三点から伝えました。「学び」では、「書くこと・話すこと」、「心」では、「だれかのため・

みんなのために行動できること」、「食・運動」では、「しっかり食べて、外で元気よく遊ぶこと」です。さらに、まとめの学期とし
て、それぞれの教室に掲げてある「学級目標」に向かって、みんなで頑張って欲しいと、各学級の学級目標を紹介しながら伝
えました。今年の学年及び学級での生活は残りわずかです。学級・学年が一つとなり、「まとめの学期」「次の学年への準備
の学期」として、三学期も頑張ってほしいと願っています。 
【始業式の校長挨拶で紹介した内容（スライド）から】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１月１１日（日）に、おやじの会の皆様による「どんと焼き」が開催されました。これまで多くの地域で行われてきた行事で
す。無病息災を願い、また、子どもたちの楽しみの時間として、餅まきも行っていただきました。さらに、今年も昨年に引き続き
「逃走中（鬼ごっこ）」を行っていただきました。大人の方や協力してくれた中学生がハンターとなり、運動場に散らばった
100名程の子どもたちを追いかけました。顔を真っ赤にし、必死に逃げ回る子どもたちはとても楽しそうで、大満足のイベント
となりました。長い期間の話合いや準備を重ね、前日の準備、当日の片付けまでご協力いただきました皆様に対し、深くお礼
を申し上げます。一年間、事故なく、安全で安心した学校生活が送れるよう努めていきたいと思います。 
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自らチャレンジする子どもの育成 
いよいよ三学期がスタートしました。新学期を迎えるにあたり、子どもたち
は、三学期、自分が頑張ることを決めています。これまで、様々なことにチャレン
ジしてきた子どもたちです。「やれば、できる！」といった自信が少しずつ育って
きました。三学期も自分の目標達成をめざし、頑張って欲しいと思います。 

 
 

                 

          

     
    

             

           

     

     


